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ICUにおいては長期間人工呼吸を必要とする

患者が多い。特に開胸手術を施行した患者で

は人工呼吸器からのweaningに苦労すること

も稀ではない。これらの患者に加え，高齢者，

COLDの患者では気道内の分泌物の産生が増加

しており，淡の排出がうまくいかないと肺炎，

無気肺などの肺合併症の原因となる。現在，

略疲排出に対する対策として， P:容疲溶解剤，

気管支拡彊剤などの薬物療法，吸引などの

機櫨的療法，体位排疲法，パイプレーター，

タッピング，呼吸訓練などの腕理学療法が行

われており，肺合併症予防のためには肺の理

学療法が重要である。しかし，術後の患者・及

び人工呼吸中の患者では患者の一般状態から

しでも極端に体位変換をすることは出来ず，

肺の理学療法は制限されてしまう。そこで

われわれはそーターとプラスチックボードの

組合せによって振動を発生し伝達するパイプ

レーテイングボードを考案した。この機械は

このパイプレーテインク勺Fードの利点としては

1)どのような休位の患者にも簡単に用いるこ

とが可能であり，ベッド全体にも振動が伝わる

(人工呼吸中の患者にも使用可能である)。

2)ベッドと体の聞にはさむだけでよいので扱

いが簡単であり，患者に過大な負担をかけず肺

理学療法が可能である。

3)パイプレーターの使用にあたって従来は看

護婦が患者につきっきりであったが，このパイ

プレーティング*・-ドを用いれば，最初にセッ

テイングさえしておけばよい。

4)患者の不快感がほとんどない。

5)振動による皮膚の血行促進(栂癒の予防)

などが考えらえる。

本機の使用により術後及び長期人工呼吸の患者

に対する肺理学療法を積怪的に行うことができ，

肺合併症の頗度を減少させることができると考

える。

モーターを用い，振動数40Hz，振幅1.5mmで ICUとCCUVol.10. 1986 私のアイデアより

ボードの部分を振動させる。そして、この

ボードの部分を患者とベッドの聞に差込み

振動させる。これにより肺及び胸nを振動
させ略疾の排出を促進させる。



-ベッドと体の聞に差し込むだけで守扱いが簡単でらす0

・患者に負担が少なく効果的な理学療法が行えます二

・マッサージ効果からの様々な効能が期待でトきます。

・振動強度は2段階に設定でき、作動時間はタイマーにより3通り選べます。

限りなき医療の未来にチャレンシPする キムラ
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